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ま え が き
「都市の成立とその歴史的展開」の課題のもとに、都市史研究の分野では、
以下の三部門にわたる研究をす如めてきた。
(1)歴史の発展腐階において、古代から近・現代に いたる各社会構成体の
移行に照応した都市の形成についての分析。 ここでは西欧ならびに日本
（とくに江戸と東京）の都市の構造と都市計画に、重点がおかれた。
「古代都市の成立」「封建都市の展開」「近代都市の形成」の課題のも
とに要約された研究要旨がそれに当る。
(2) 世界の各都市のなかでヽ、日本における都市の形成発展の特質を比蕨
史的研究の方法によって解明する。 この作業では研究協力者の専門領域
にそくして中央アジア（モンゴル） • 西アジア（イスラ.A.)・北アフリ
カの諸都市がその分析の対象としてとりあげられた
(3)以上の研究をす如めるために有効な補助作業として、東京の白地図
の作製、日本・外国における都市史文献目録の編集がす如められた，
以上の研究作業をふ言えて、次年度以降、UX2)の部門を総括するかた
ちで、新たた都市史を再構成することが、次に課せられたわれわれの任
務である。
1. 古代都市の成立 太 田 秀 通
古代 都市は、 お おざっばにいえば、 新石器時代末期の農業革命の成果のうえ
に立って、 非農牧的人口の増大を基礎として形成されたといえるが、 それ は大
体において青銅器文明の時代に属したしたかって古代都市の成 立の諸条件を
考案するには、社会的分業の発展度をまず測定しておか なけれ ばならなh》 ―
般に東洋的専制国家における都市は、専制君主の宮殿や神殿を中心に発達したか
古典古代における都市の意義ははるかに大きく、 世界帝国形成以前は、 古典古
代の歴史は都市の歴史であったといってよV\, このちがいは当然古代オリエン
トと 古典古代との社会構成のちかいと不可分のものであった， 両者の構造差を
明確にする方向で、 ギリシアにおける都市の発展を、 社会的分業の発展度すな
わち手工業の発展度から跡づけてみたいと 考える。
ミケー ネ文明 は王宮中心の青銅器文明で、 考古遺物自体か金・銀・銅・象牙
など の加工技術や染色・製陶などの高い 水準を示しているか 、 この文明ire伴な
う線文字B文書は王支配下の群小共同体の内部にも 鍛冶工・陶工 かすでに存在
していたことを示していム例えばピュ ロ ス出土の銅配給文書は、 2 1人・1
6人・1 2人・2 5人・1 5人・8人・2 7人・8人・9人・1 3人・2 1人
• 1 0人の鍛冶工をもつ村の存在を明らかにし ているし また村々からの襄の
微発を記し た文書は、 陶エもまた村々にいたことを推測させる。 しかしこれら
の手工業者か農業から全く分離された社会階層を形成していたと は考えられな
い。 貨弊は存在せず、交換は未発達な段階にあったにちがいなh数多くの貢
納文書は、鍛冶工や陶工をも含めての農産物・畜産物の村ごと の貢納量を記し
ており、このこと は手工業の農牧からの分離かまだ発展していなかったことを
示 すものである。 王宮を中心とする居住の集中やその都市的様相も 、との王国
社会 の一般的な経済発展 の水準に制約され、古代オリエントの都市と構造的に
は大差かなかったと推測される。
ホメ ロ スの詩のなかにもさまざま な手工業者か見えてい入かれら は後にデ
ーミウールゴイ（共同体のために働くものという意味）として一括されるか、
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ホメロスではデーミウ ー ルゴイのなかに予言者・医師・大エ・吟遊詩人・使者
か数えられている(Od. 1 4, 1 3 5 ; 1 7, 3 8 3) 。 蝦冶エ(chalkeus)の
工房はおそらくヘファイストスの仕事場をホメロスか描いているところから想
像されよう。 すなわちこの神は、ふいごに向って進み、ふいこに火を向けて仕
事をすることを命じると、すべてのふいどは2 0のるつぼのうえに風を送り、
すべての種類の風を、あるいは強く、あるいは弱く送り、かれはまた火のなか
に銅と錫と金と銀とを投げこみ、大きなカナトコを置き、 一方の手に槌を執久
一方の手に火箸を握り、そして大きな円楯をつくり出すのである(le. 18.
468 ft)。青銅は鎧・かぶと・腹巻き・槍先・剣・楯・兵車・燭台・扉・
などに使われ、ヘシオドスの五つの時代のなかの青銅鏃を思わせる(cf,Hes, 
Er ga 14 3 - 155)。 ホメロスには鉄製の武器や生産用具についての描写
もしばしば見られ、その背後にはミケーネ時代よりさらに生産力の発展した段
階のギリシア社会かあったことを示してい入 アモレウスは友のヘクトルの葬
儀競技のなかで鉄塊(solos)投げに勇士たちを誘っているか、そのなかで
この鉄塊の価値を説明して、「肥沃な耕地かたとえ速くはなれていようとも、
めぐり来る 5年ものあいだ、牧夫も農夫も鉄(sideros)か不足してpoIi s
にやってくるというような•ことかなくても、間に合うだろう」といっている
(Ie,23 .831ft.)。この説明は、鉄冶金はpoIi sで行なわれ、鉄鍛
2台は村でも行なわれえたことを示しているものではあるまいか。
陶工(ker ameus)についてはホメロスはあまり言及しておらず、ヘフ ァ
イトスかアキレウスに与えた楯 の模様の中で、男女の合唱隊か身軽に踊りなか
ら廻る有様を形容して、「ちょうど陶エか座ったまま使いなれたロクロ(tro­
chos)に手をやってうまく廻るかどうか試してみる時のようだ」といってい
る(Ie.18. 599 -602)ほかは、陶工についての詩句は見当らない。
ホメロスにおいても交換経済は未発達であるか、 土地所有のドミナントな形
態はすでに共同体成員による分割地(kleros)所有になっており、線文字
B文書における共同体規制の強固な古い共同体よりもさらに発展した共同体の
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構造を示している。 ホメロスにおける鉄器の使用と分割地所有に反映している
ものは、 ミケ ー ネ文明没落後の暗黒時代におけるギリシア社会の新たな発展で
あり、 農業生産の発展と、 私的土地所有の発展とか、 新たな共同体を生み出し
たことを示している。 そしてこのような発展を碁礎にしてはじめて手工業の分
化もいっそうの展開の根拠を与えられたと考えてよかろう。 それはまた同時に
貴族と平民の階層分化か展開される過程でもあった
プ）レク）レコスはテセウス侭よるアテネの synoikismos を記した後、
テセウスははじめてアテネの住民をEu pa t r i d a i (貴族） ·Ge omor o i
（農民） • Demionrgoi (職人） に分け、 貴族には栄誉を、 農民 vcは有
用性を、 職人には数における優越を与え、権限を乎等に定めたと伝えている
(P I u t . Th s s . 2 5)。 この伝承にはもとより後世の民主脈による濶色か
あるか、 アテネのシュノイキスモスは貴族の政権独占の段階に起きたにちかい
なく、 その時実際にアテネに移って来たのは一 部の貴族と職人ではなかったか
と推測される。 何れ忙せよ集住によってはじめアテネはアクロポリスのまわり
に都市的住居を発展させ、 アゴラを中心とする交換経済を発展させることによ
って、 都市国家の中心都市(asty)としての基礎を確立したのである。 その
発展の中で武器製造と壺造りか特徴的に発展することとなる。
2. 封建都市の展開（その 1)
一江戸の都市城の拡大と近郊農村の町並化について 一ー 北島正元
幕藩体制社会の成立は、 特殊日本的な封建制の確立を示すものであるか、 そ
の主要な特質の一 つは、 幕藩権力の著しい集中性である。 それをもたらした最
大の要因は、 中世末期から近世初期にかけて遂行された封建的進化の過程であ
る兵農分離であった兵農分離は、 中世社会の鮨体と変革を実現し、 幕藩制社
会忙おける特殊な支配と棘属の関係を創出した3 それは現象的忙は、 中世的な
給人知行制を改変し、 武士階級を城下町に集住させ、 その対極において、 農民
の土地緊縛＝村請制を強制することによって、 全剰余労働を生産物地代として
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-.-体制的に収奪する道を開い丸武士階級とその再生産に奉仕する西工業者を領
主の城 下に 集住させるとい うことは、 ヨ ー ロッ パ封建制社会ではその全時期を
通じてみられなかったことであり、 それは幕藩領主権力の集中・ 強化を示すな
によりの証拠にほかならない。 近世都市 の圧倒的部分を占める城下町の建設は、
幕藩領主の政治的・軍事的必要によって計画的に遂行された領邦都市であり、
領主の本城を中心忙、 家臣団の屋敷割と商工業者の町割とか有機的忙統一され
て、 幕藩制的な分業関係侭対応した独自の再生産構造を提示している。
江戸は本質的侭は城下町であるか、 大名徳川氏の城下町として出発し、 つい
で江戸幕府の本拠として再構成されたという特殊な条件侭より、 他の一般城下
町と都市的性格においてかなりきわだったちかいを示している。 それは都市構
成においても同様である。 明唇の大火(1657)以前の江戸は、 江戸城の外
郭内の武家地と、 日本橋筋の町人町（古町）を骨格とした近世城下町の典型的
な構造をとっているか、 大火による新都市計画を契機として都市城の不規則な
外延的発展か顕著となった) 外郭内の武家屋敷と寺社群の郭外への移転と内郭
内にあった御三家とその重臣の屋敷 を主要構成要素とする「内山下」侍屋敷お
よびそれに随伴した「うちの町屋敷」の消祓かみられ、 江戸城は将軍の居館で
あり、 幕府の政庁であるという近世的城郭の典型的な性格か明確となった）
他方、 武家屋敷や寺社の郭外移転と分散は、 それと共生関係にある町屋・寺
社門前町の新設・再配置を促進させた3 こうして大名・旗本屋敷・大寺院か新
都市城形成の部分核となったか、 その場合一般に団塊状または列線状の小街区
か不規則な分岐状町屋を成立させている のか特色とされている。 地理学者か一
般の城下町を「単心的城下町」とよび、 それに対して江戸を「多心的城下町」
とよんだゆえんである。 こ のように新都市城の郊外への進出は、 明歴の大火後
の幕府の新都市計画によるところか大きかったか、 それだけではなかった） 兵
農分離は一面において都市と農村の地城的分業を成立させるいと口となり、 そ
れか城下町を含めて近世都市と幕藩制的商品流通の結節点たらしめるはたらき
を演じた江戸忙つ いていえば、 それか十八世紀後半に 成立する江戸地廻り経
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済圏の中心となり、 政治都市・ 消費都市の性格に加えて商業都市としての側面
を強めるにいたったそれは幕藩制的商品流通の唯一 最大の全国的中心であっ
た大阪との格差をかなりちぢめるものであったのである。 す でに享保年間に荻
生祖彼は、 「江戸ハ諸国ノ揺溜」と称い「何方迄ガ江戸ノ内ニテ、 是ヨリ田
舎卜云繭限ナク、民ノ心儘二家ヲ建続Jレユヘ、江戸ノ広サ年々二弘マリユキ・・
. . . ● ●  •何ノ間ニカ北ハ千住、 南ハ品川マデ家続二成クル也」（「政談J)との
ペて、 江戸市街の無規則な拡大を慨嘆しているか、 こ の急激な都市城の膨張は、
明らかに場末すなわち近郊農村の町並地化を重要なモメントの一つとしていた 。
その場合、江戸から郊外へのびる商品流通Jレート である諸街道ぞいの村々か、
とくに有利な条件に恵まれてい丸
甲州街道と肯梅街道(7,)起点であ る内藤新宿を中心とする交砂託則区の形成もそ
の一 例であった内藤新宿から約一里の距離にあって青梅街道に面した間の宿、
武州多摩郡中野村について町並化の指標をあげておこう。 同村は延宝二年(1
6 7 4)の幕府検地により名請された屋敷のなかに1 D D戸の町屋敷か含まれ
ていたか、 そ の具体的な様相は明らかでない。 ついで宝陪7年(1757)幕
府は江戸近郊の幕領村々忙対し、 最初の商売家の調査を実施したか、 中野村は
この時青梅街道忙面した59戸の商売家を沓き上げている。 しかしその莱種は
記されていない さらに翌8年には新屋敷の調査か行なわれ、 中野村は2 7戸
か記録されている。 これは従属農民の屋敷名請VCよる自立を語るものである。
この商売家の調査・新屋敷の改めは、 いずれも興起しつつある江戸近郊の在方
商業忙対する幕府の関心を示すものであろう。 幕府の在方商業の調査はその後、
寛政4年(1792)、 同6年、 同1 1年とくり返されたか、 寛政6年の調査
によると、商光家は1 3 4戸に増加しており、 宝腔7年の倍以上を数えている。
業種は、 背物屋の22戸かもっとも 多く、 それについで水茶屋1 5戸、 茶屋1
1戸、 小商売・ 煙草屋各8戸、 酒屋7戸などか多い方である。 営業は本来町屋
敷を所持する家持層にのみ許された特権であったか、 地借・ 店借層の新規商売
か盛んになるにつれて、 両者の営業権をめぐる対立か激化し、 紛争かくり返さ
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れるようになった中野村の村役人は文化13年 (1816) 、村民の窮乏を
打開するために、延宝2年名請の町屋敷のうち空地となったとこるに新規家作
を行なって、他所奉公や出稼に出ている者を呼び返して住まわせ、また貸家に
して農間の小商売をさせるようにしたいので、ぜひ町並家作を免許してほしい
と嘆願している。 幕府かこれにどうこたえたか明らかでないか、以前から町並
化の進んだ村であり、村の 戸口か増加することは宿駅としての人馬継立にも有
利であるから、しいて拒否する理由もなかったであろう。 それはその後中野村
の商売家かさらに増加したことや、米雑穀・材木などの業者による仲間結成な
どか行なわれたことなどをみれば十分推察されるところである。 この中野村の
例によっても、江戸近郊の村々の町場への変化は、もはや幕府の強権をもって
してもおさえることのできない大勢となっていたのである。
〔参考史料〕
「堀江家 文書」 （東京都立大学所蔵）
3. 封建都市の展開（その 2)
中世都市ロンドン 藤 田 重 行
ここにおける課題は中世都市ロンドンの形成とその発展である。
ところで、この問題に立ち入るに先き立って、 ヨー ロッ バの中世都市とはい
かなるものか、 さらに、そのイギリスにおける具体的特質かいかなる点に求め
られるぺきかが考えられなければなるまい。
ョ ー ロッ パの中世都市について、M・ヴェ ーバー か、その著「都市の類型学」
において、固有の意味における都市をヨ ー ロッ バ社会にのみ成立しえたもので
あることを主張し、都市の自律の最盛期における中世都市の(1)政治的独立
性 (2) 自律的な法制定 (3) 自首制 Autocephaly すなわち司法・
行政上の自主的地位の確立 (4) 租税上の自律 (5) 市場権と自律的な「
都市経済政策」 (6) 中世都市の非都市市民層に対する諸関係を挙げて纏説
していることは、周知のごとくである。 いまこれらの詳細は別として、かくの
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ごとき都市の自律性か一定度以上の経済的発達を基礎としてのみ可能とな っ た
ことは 、 いうまでもあるまいかれか挙げる第1項の中世都市の政治的独立性
は、 北イクリアの共和国にまで成長した都市、 北ドイツ及びフランダースのい
わゆる自由都市的都市等のごとく、 その強度においてとくに著し い ものかある
か、 集権的封建国家イギリスにおいては、 かくのどとき強力な中世都市の実現
は不可能である。 しかし 後述する1 1 9 1年のロンドンの＜コミュ ー ン＞の成
立は、 都市市民に潜在する封建領主＝国王の恣意からの政治的独立の意図の表
現である。
ヴェ ーバーはまたイギリスの中世都市の特質としてとくにその名望家的寡頭
制を指摘し さらに、 これとやや矛盾するごとくにみえる十四世紀のロンドン
における素朴な民主制の実現について述べている。 名望家支配は中世後期以後
のイギリス社会の特質である。 都市における名望家拾頭の基礎はかれらの経済
活勤とりわけ商業・ 貿易にある。 かれらか十ニ・三世紀の間に前代の土地所有
に主要なる利害を有する都市貴族の勢力を漸次に排除しつつ、 かれらの支配体
制を築くのである。 その結果か少数の大商人や大貿易業者による寡頭制にほか
ならなh
しかし、 かかる体制はロンドンにおいて永続しえず、 かれらの支配下にあっ
た数多の手工業者や特権的地位に与かりえなかった諸種の商人の不満を必然的
に喚び起こすこととなる。 そして十三世紀の第四・四分の一期と十四世紀の間
に数多の同臓組合か結成され、 これらの同職組合もし くはその成員たちか事実
上市制の基碇となる。 すなわち、 この段階において市政を掌掘するものは大商
人や大貿易業者であるか、 その多くかもはや新興の商人と代わり、 そして、 同
識組合もしくはその成員たちの支持をえなければ、 市政の衝に立ちえなくなっ
ているのである。
以上か当面の中世都市ロンドンの形成とその発展を辿るに当ってとくに取上
げようとする問題であるか、 これらのうち1 1 9 1年における＜コミュ ー ン＞
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の成立は、これをもって中世都市ロンドンの形成の指標とみなすべきではなく、
むしろその成熟度の表現と考えるぺきであるう。事実それ以前十二世紀前期の
スティ ーヴンのときにも、一度＜コミュ ー ン＞か形成されたことは、周知のこ・
とくである。集権的封建国家イギリスにおいては、大陸的な反＜コミュ ーン＞
の成立と発展は決して容易ではなIr>., ロンドンの＜コミュ ー ン＞はオーストリ
アより帰還した1)チャー ドによって拒否され、その結果、事実上崩披した し
かしそのときにつくられた市制はその後も保持され、十三• 四世紀における発
展の出発点となっている。
ところで、イギリスの中世都市か成熟した段階において、いかなる特質を有
していたであるうか。M・ウェインボウムは、正当にコー ポレイトされた都市
の決定的なる特質として、 (1)都市統一体の永続性 (2)都市全体として
かつコー ポレイシ讐ンの特殊の名による訴訟権 (3)土地所有権 (4) 都
市印章の使用 (5)条例制定、の五点を挙げることか十五世紀における慣行で
あったと述ぺている。要するに、都市による法人格の取得である。元来中世都
チャク—
市か有する諸特権は国王から勅許状によって授与され、そえ故に、国王の代か
かわれば、新王から同一主旨の信五はをえなければ、従前の諸特権を失うこと
となる。現実には幾何かの上納金を代償として新たな名涵右を獲得することか
一般であった。そして権威か充分に確立している都市のばあいには、これらは
全く形式的なる手続きにすぎなかった ロンドンは上述の法人格としての都市
の特質の大部分をすでに十三世紀において具えており、ヴェ ー バ ー か挙げる租
税上の自律の初期は十二世紀にまで遡る。
十三• 四世紀におけるロンドンの発展をみるばあい、まず都市貴族といわれ
るものの実体を確定する必要かある。土地所有に主要なる利害を有するもので
あることには変りはないか、それ以上の現実の存在形態について、論者によっ
ては必ずしも一致しないからである。例えば、W・ペイジは、リチャ ー ドの留
守中弟ジョンと大法官ロングチャンプとか争っていたとき、ロンドンの政治勢
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ヽ
力を貴族党と市民党に二分し前者によって司法区sokeの所有者、屈羹督
・判事等の役職者、これらと通ずる大商人を意味している か、G・アンウィン
はその出自が相当規模の土地所有者の家族であるものを一括して都市貴族と称
している。その結果、初代のロンドン市長ヘンリ・フィッツ・エイルウィンカ、
前者によれば、市民党に入り、後者によれば、都市貴族の範疇に入れられるこ
ととな入ここにおいては、十三世紀中葉における当時市政を聾断していた大
商人・大貿易業者と新興の商人・手工業者の対立抗争との関連において、後者
の見解に従うこととする。
ところで、十三・四世紀における発展の焦点となるものは、クラフトcraft
と市会conmoncounc i Iの成立である。アンウィンか「ーーークラフトに
よってひき起された＜革命＞は非常に民主的なる政治組織の出現を意味するも
ののととくである」と述べているときに意味するものが、具体的には市会の成
立にほかならず、クラフトの発展かその前提となってい入
クラフトは元来職業の意味であり、同時に、同職者の組合クラフト・ギルド
を意味す入要するに、社会的分業の発達に伴なって各種の職業が生まれ、そ
の一層の発展によって出現した多数の同職のものたちか相集まり、組合を結成
するのである。1 2 6 2年の蜂起を契機として、寡頭的支配を行なっていた都
市貴族の勢力か後退するか、直ちに新たな民主的組織が創り出されるのではな
く、そのためには、尚それ以後、とくに十四世紀薗期より後期にかけて多数の
クラフトか結成されるのを待たなければならなかった
他方、市長及び市参事会員が相当数の有識者ないし有力者をときおり錮人的
tc招集して、重甍事項について協鵬する慣行かそれ以薗より存在しその人選
を区会wardmoteもしくはクラフ＂に一任するよ,tcなったときに市会
か成立することとなる。甍するtc,. <下から＞の溌展1C対する＜上から＞の対
応teよって、それが鯛り出されるのであ入
-9-
4. 近代都市の形成（その 1)
ー東京の都市史・都市計画史的研究一 桐敷真次郎
「東京市史稿」をはじめとする東京都史関係の資料は膨大であり、対象とす
べき項目は数多いか、都市発達史上、とくに重要とみられるのは、天正より寛
永に至る初期市街地の形成期、 明唐大火以後の幾次かの発展期、明治維新以降
の幾次かの発展期における市街地膨脹のそれぞれの特性と、新成市街地の既成
市街地との具体的な相互関係であろう。
とりわけ東京（江戸）について注目されるのは、天正より寛永に至る初期市
街地の形態か著しい持続力をもっており、この時期に定められた道路網のパク
ーンか、 現在の東京都心部にも明確に認められること、換言すれば、東京は家
康時代にすでにその基本的骨格かでき、その後ついにこれを根本的に変えるこ
とかできなかったという点であら
このことから幾つかの問題か提起される。 まず、 都市の形態とは、その初期
に形成されたバク ー ンによって恒久的に拘束される性格のものであるかどうか。
もしそうだとすれば、 その主要な理由は何力、 また、初期の形成を決定する主
要要素は何カヽ さらに初期パク ー ンを変更しうる諸力とは何か、 等々である。
これらの問題か一般的命題として法則化できるか否かはしばらくおき、少<
とも東京都の場合には、初期の形成かその後の発展に及ぽした決定的影響を見
逃すことかできないので、あえて天正から寛永に至る初期市街地形成を決定し
たものを考察してみたいと考え九もちろん江戸の初期形成の一般史的研究に
ついては、 すでに多数の先学の業績かある。 したかって、ここで間題とするの
は、地図上に示されるような具体的な都市形態かどのようにして決定されたか、
いいかえればどのような方法あるいは手段によって、 初期道路網の基準線か引
かれたかということに要約されよう。
江戸の初期形成は京都・奈良に見られるような古代都城の方眼区画と近世城
下町の性格をあわせも っているか、同様の要素をもつ名古屋とも明らかに異な
る独自の性格を示している。 江戸の場合、元来丘陵地を除く平坦地か少なく、
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疇’
疇もっばら埋立てによる新規土地造成を伴う建設を余儀なくされたことと、江戸
初期の測量技術のレペルを考え合せて、 山嶽・丘陵を目標とする基準線配置か
行なわれたものとみなされるからであ入
初期江戸市街地の幹線道路は、本町通り、および筋違橋から室町、 日本橋、
京橋を経て新橋に至る、いわゆる通町であり、これらか富士山、筑波山、湯島
台、 芝丘陵地等を目標として決定されていることは、江戸初期の最も精密な洋
式測量による「寛文江戸医」5図および明治中期の最も精密な測量図「明治2
0年東京実測図」9図との照合によって、ほほ確実とみられることかわかった。
これは江戸のような不整形都市の都市計画を、 当時の素朴な刹量機器を用いて
行う場合、 きわめて有効かつ実際的な方法である。 すなわち幹線道路の基準街
を、乎坦から丘陵上の特殊点を見上げつつ確定してゆけると同時に、近くの丘
陵の場合には逆に丘陵上から基準線を見下して確認することかできる。 基準衝
路か定められたのち、本町附近および京橋以北の通町に対して、京都風の6 0 
間角の方形街区か割り振られてゆく。 もちろん方形街区か基準ではないのだか
ら、奈良・京都のように整然と割ることはできず、街区の多少の大小を生じた
のである。
これによって、長年にわたる初期市街地の京間割りに関する論争にも若干の
解明か与えられるものと考え入すなわちもともと京問あるいは田舎間の整
然たる配置を絶対的前提とする計画かなされたのではあるまい、 というのか鉱
者の提案であ入
また、市中の丘陵地ばかりでなく、富士・筑波のような遠隔の山嶽か関連を
もつことは、単に測量術上の手段としてのみでなく、江戸の名物的風景を街路
の方向決定の要素およびアイストップとして都市計画にとりいれようとする景
観設計的意[jg]かあったことを推測させる。すなわち江戸の風光として、古くか
ら富士・筑波の眺望、江戸湾と隅田川の光景か列挙して讃えられており、 また
富士山は、その意志に反して移封された徳川氏およびその旗本の郷土のシンポ
ルでもあった同時期に建設された大御所家康の居城駿府についても、 明らか
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に富士を意識した景観設計かうかかわれ、これによって富士を媒介として江戸
と駿府を造形的かつ精神的に結ぶ意図かあったとも思われるの である。
このような見地から、次の段階として、江戸初期における江戸および駿府の
主要な都市景観を 、 できるかぎり具体的に復原する試みを行ってみた》 江戸初
期の図面には高低の記入かないか、これを近代図の標高で推定し、江戸初期の
本町あるいは日本橋から、 また駿府の主要街路（現在の静岡市新通）から、 ど
のような 景観が見られたかを、 かなり数量的かつ図形的 に割り出すととかでき
る。
この作業を通じて、 この種の都市景観の図式表示法についても若干の（ふ 9
を行ってみたすなわち水平方向には視野の角度を直線的スケールとし垂
直方向には、 仰角を そのままあるいはt 2乃至1. 5倍として直線的スケールと
し、景績を再現すると、ほぼ写真あるいは絵画に相当する光景か得られるよう
である。
以上によって、江戸初期市街地形成の基本的手法はほぼ把握されたと考える
が、 なおさらに織部にわたる検討を行9必要があり、 またその方法もある。 ま
ず寛文図を近代図上に、できるだけ正瀧に投影しそれをさらに寛文図前後の
状況に修正することによって、 より明肇な初期形成の概念が得られよう。 また
本研究で計瀾あるいは算出した多くの 数値についても、 さらに修正を加えて、
より信頼できる数値を算出することもおおいに可能性があ入また江戸中期・
後期はもとより、明治以降の東京についても、同様な景纏的考察シよび復原を
行なうこと を考えてい入
しかし江戸初期に見られたとのような景纏設計の手法が、 すぺての都市、
すぺての時代 について万能で あるわけではないことも明らかであって、江戸に
ついていえば、 すでに寛期には初期の意図か不明瞭になってゆく傾向が見ら
れ、その後市御鍮は文字通り法員Uのないスプロール現象によって晨圃していっ
たと考えられ、 それらについてはまた別の考究が必夏とされよう。
にもかかわらず、江戸の都市A�ーンに決定的なものを与えたという珊由で、
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● 
｀ 
この種の初期形成はひじょうに重要な意味をもち これは他の都市の発展段階
についても適用できるかもしれな八また、これか天正・慶長期に特有の方法
であ ったとすれば、 この時代の造形芸術史の一部として逸することのでき ない
要素となる。 また街路のアイ・ ストップを形づくるという点では今日でも有効
かつ必要な都市設計の技術でもある。 このような意味で、一般史的考察に加え
て、この種の考察をさらに広範に展開すべきであると考える。
論文報告
「天正・ 慶長・ 寛永期江戸市街地形成における景鎖設計」
都立大学都市研究論文報告
「慶長・ 寛永期駿府における都市景観設計」
都立大学都市研究論文報告（予定）
東京の都市計園史に関するその他の研究
予代都市計画の研究 一 桐敷真次郎
近代になって、 欧米、 とくにイギリスから田園都運動か紹介されるにおよん
で、 東京市の郊外地区にも理想的都市計画を行なおうとする民間の試みかいく
つか見られた最も早くかつ著名なのか渋沢栄ーを指導者とする「田圏都市株
式会社」による田園調布の建設であるか、そのほかにも、 日吉、玉川学園、成
城、 成漢学園、 国立などの試み かあり、また関西にもいくつかの顕著な試みか
ある。 しかし、これらの計画の経過、成否、その後の変遷について、 満足すぺ
き追跡調査や報告か行なわれておらず、 その成果かわれわれの体験や知識のな
かに組み入れられているはいいがたい 。
われわれはまず都立大学に近い田園調布を対象とし、 その都市計画史的研究
に着手した。 田園調布はその名称かはなはだ著名であるにもかかわらず、 これ
に関する論文はほとんど皆無であり、また田園調布会なる管理団体かあるにも
かかわらず、 その年次記録は現在のところ保存されていない。 このような情況
であるため、 意外に研究は困難となったか、比較的新しい企画であるため、ま
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だ研究の可能性を多く残されているし また現在行なわなければ、 その詳細は
永久に埋没されてしまうであろう。
具体的には、公刊資料による年代的経過の整理、 中心地区の住宅状況の概観
調査かほぼ完了した段階であり、これ から行なわなければならないのは、 どこ
かに存在するはずの未刊行資料および記録、公共施設および住宅の編年と経過、
特に地区内の建築協定の内容と地区全般の変革段階の決定、 欧米の 諸例および
日本の他の田園都市計画との関連、歴史的にみた計画の功罪、 現状の分析、今
後の問題への示唆あるいは対策計画等である。
5. 近代都市の形成（その 2)
東京・都市計画史研究序説
一十九世紀後半にお ける東京改造論と築港問題について一
石 塚裕道
現在、 混乱と無秩序か支配している東京について、 あるぺき現代都市として
の理想像か追求される場合、 維新変革により首都として成立してから一世紀間
に、 どのような東京改造の構想（遷都綸なども含む）か提起されたか、また、
それらの具体案か、 いかに実現され、あるいはされなかったかという問題を通
じて、 東京の都市計画史を構成する作業か、 これまで都市史研究の一環として、
すすめられてきた
明治初期以降、 東京か「近代都市」として形成される過程で、とくに実現さ
れないままに、 放棄あるいは挫折をよぎなくされた諸改造構想のなかから、 わ
れ われは、 東京の 現状を改革するうえでの教訓を引き出すこ とも、決して不可
能ではない。
ここでは、 1870--;80 年代を対象に、 明治新政府の 成立から帝国憲法の
制定期までの東京に関する諸改造構想をとりあげ、それらを、 当時の歴史的状
況のなかに位置づけなから理解するのか、 当面の目的である。
明治新政府は、 成立当初から、欧米列強によって半植民地化される危機を回
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臀
避するために軍事力に支えられた中央集権々力 の確立と資本主義の育成を、
急速に実現する課題を負って出発した王政復古から廃藩置県を契機に、中央
集権化をすすめた新政府か、 1 8 8 0 年代末期の帝国憲法発布によって、立憲
制を採用しなから、その体制的支配の基礎を確立するまでの約2 0年間は、自
由民権運動（それは半プロ＝下層農民と没落士族とも連繋する）か、日本最初
のプルジ璽ア民主主義革命連動として展開したのみならず、その過程で、多様
な国家像か構想された時期であった この時期に成文化された私捩憲法のなか
にそれらの諸構想か見出されるか、国民にとって、なお、そこに体制選択の可
能性か残されていたとすれば、それは、あるぺき東京の「近代」都市像につい
ても、同様であった
以上の展望をもったうえで、築港問題を含む東京の改造論について、主とし
て、体制側の改造構想としての政府案（厳密にいえば、 「自治体」の長であった
府知事の案であるか、そこには、政府の意向か強く貫徹されていた）と、民間諸
案のなかでも、自由民権派の立場を代表するとみてよい田口卯吉の改造構想、
それに啓蒙主義思想家とみることか出来る福沢輸吉の考え方をもあわせて検討
しよう。
(1) 東京＝市街地改造論
すでに、幕末期に繰り返される火災から市街地をまもるという防災的観点
より、木造密集家屋の江戸を、「鋳鉄瓦」・「石家作」の不燃都市に改造、
高層化する意見が一部の蘭学者らによって主張されていた�l)しかし、本格的
な東京の洋式不燃都市化事業は、 1 8 7'2年の大火を契機に、以降、5が肖閉
にわたって、新政府か推進した銀座煉瓦街の建設かその最初であみ，�•> この
最初の都市計画事業は、イギリス人建築技師を雇用することによって開始さ
れた東京の改造作業で、東京を統一国家に照応する新しい首都につくり変え
ることかその目標であったか、建築技術の未熟、入居者の生活感情を無視し
た住居の洋式化の採用、入居経費負担の過重などの理由で、計画を縮小せざ
るをえず、 東京全城の洋式不燃都市化構想は、中断のままで放棄された!8)
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その後、東京＝市街地の改造計画は、市区改正事業として、 1 8 8 0 年の
東京府における市区改正局の設置から始まり、歴代府知事の支持もあって、
東京市区改正条例の制定と、それに基づく市区改正事業（その中心は道路の
建設と上水道の敷設であった）となって具体化しそれか1 9 1 9年の都市
計画法の施行まで続いた,W とくにその過程で、 田口卯吉（大蔵官僚から民
間に下野しイギリス古典派経済学の立場から自由主義貿易政策を主張、自
由党の機関紙 r 自由新聞」の社説担当(5))の東京改造論は、府知事芳川顕正
の「市区改正論」にまで影響を与えた
田口案の要点は、「東京経済雑誌」に掲載された「東京論」その他の論説
によると、東京を東アジアにおける一大貿易市場の中心として、また日本に
おける全国市場の中心として位置づけ 、そのために東京を封建都市（城下町）
から商業（貿易）都市に改造する。 その前提として、港湾の建設と市区改正事
業か必要で、具体的には街路の幅員の拡張と、煉瓦街建築による住居の不燃
化・高層化か主張されていたその改造構想は、ビクトリア王朝時代におけ
るロンドンに 、モデルを求めていたと考えられる。(6)
これに対して、福沢諭吉の東京改造論は田口案ほど徹底していないか、築
港論を主張しなから、 道路の整備、上下水道の敷設、また鉄道・ 電信施設の
改良の必要性を説いているのみならず、皇居造営についても、東京＝市街地
の改造の立場から検討すべきであると考えていたようである。 その見鮮は、
「時事新報」その他に発表されている。(7.)
これらの民間諸案に対して、即符案吋翌紅、 前述の 芳川顕正「市区改正論 j
で、1 8 8 5年にまとめられた同案は、ナポレオンIl1世の もとでオースマン
により改造されたバリか、 そのモデルに求められていたその構想の特徴点
は、築港論を前提として東京を貿易都市に改めようとしたところにあり、そ
の税源として「入府税」の徴収か考えられていた
(2)築 港 問 題
東京築港の問題は、幕末•安政開港以後、対外貿易港として、横浜か位置
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8)
づけられたのに対して、 1 8 6 8年の東京開市とと籾；東京港か国内貿易港
として発足したときから、この両港の間には、相互にふかい関連か生じた。
1 8 8 0年、 市区改正局で築港論か問題にな っ たか具体化せず、 1 8 8 7年
になっ て、府会の決議により、 川ざらえ工事か開始され九その後、第1期
隅田川口改良事業か実施され、東京港か近代的港湾として整備されるように
な っ たのは、 日露戦争以降のことであ っ it,, この間、東京港も 1 8 8 0 年代
始 めから、対東アジア貿易に限定されてはいたか、国際港の機能をもあわせ
てもつに至っ it,,(9) 
田口•福沢の築港論は、本来、東京改造論の一環として提案されたもので
あ っ たか、それらは東京港の建設・整備の過程と、どのようなかかわり方を
していたのであろう力、
田口の東京築港計画は、当時の国内商業プルジョアジーの動きを背景に、
東京を対外貿易港として新たに設定し、品川沖に港湾を築いたうえ、ロンド
ンのテー ムズ川に当る両国川の川ざらえをおこなうなど、築港事業をもとに
市街地の改造をすすめ、東京を商業（貿易）都市に再編成してはどうかとい
うものであ っ た》 そこには、横浜港か国際港として、自然・地理的条件その他
で、不適当であるという認識かあった皿
福沢の築港意見は、 横浜港を軍 港化するとともに、東京に港湾を建設して
ー大貿易都市としてはどうか、その財源として東京府債の発行と、船舶の通
過料（通航税）の徴収をあてるぺきであるという内容であったとくに横浜
港について軍事的配慮かなされている点で、それは田口案より軍事的・専制
的性格に近かったその啓蒙主義思想家としての立場を、ある程度反映して
いたといえよう�J)
以上、1 8 8 0年代に提案された、政府・民間諸案を比較した場合、田口
案か築港論との結びつきでロンドンを模範として、 東京を商業都市＝経済
都市に改造しようと考えていたのに対して、その影響のもとに登場した政府
案は、築港計画 を退けて道路網の整備を中心に、東京＝市街地の改造を推進
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するという構想であったそこで、 バ リの都市計画か注目されていたことを考
慮すれば、政治・軍事的意図を含んだフランス政府によるバ リ改造事業をモ
デルに、 明治政府（その実質的担当者は府知事と内務官僚であった）は、東
京をもって、「大日本帝国」 （明治絶対王政）にふさわしい「帝都」＝
政治都市に設定する方針をうち出した�$元老院の意向までも無視して公布
された「東京市区改正条例」に、われわれは、その基本的姿勢を見出すこと
かできる。
1 8 8 9 年における帝国憲法制定の時期までに限定して、東京の都市計画史
は以上のように理解される。 そうして公布された「東京市区改正条例」
と、それに基づいてすすめられる東京市区改正事業か総合的かつ体系的な計画
事業でありなから、めざす目標と実態との背離のなかで挫折する過程か、 われ
われにとって、つぎに課せられた研究の主題となるであろう。
注
(1) 西川幸治「近世都市論の展開・都市改造論」（「思想」546 号、
-, 9 6 9 年1 2 月、岩波書店） P. 9 9 以降）
(2) 当面、東京都「銀座煉瓦街の建設」（「東京都市紀要」5、昭和3 0
年）、参照)
(3) 稲垣栄三「日本の近代建築」（丸善、昭和34年） P. 1 1 8
(4) 東京市区改正委員会「東京市区改正事業誌」（一成社、大正8年）、
高木鉦作「都市計画法」（「日本近代法発達史」9、勁草書房、）
P.4-15
(5) 杉原四郎「古典派経済学と「東京経済雑誌」」（長幸男・住谷一彦編
「近代日本経済思想史」 I 、有斐閣、昭和4 4 年） P. 2 2 3 以降3
(6) 田口の市街地改造論は、「鼎軒田口卯吉全集」第 4 • 5 巻（同刊行会、
昭和 5 年）に収録されている。
(7) 「続福沢全集」第 1 巻（岩波書店、昭和 8年）。
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(8) 「秘書類纂J財政資料・上巻（原書房、昭和4 5年）
(9) 東京都 r 東京港史」（昭和3 7年） P.4以降
dOJ 前掲「鼎軒田口卯吉全集」第4• 5巻
(11) 前掲「続福沢全集」第1巻
(1� 「東京市区改正品海築港審査議事筆記」P. 7-8
6. 近代都市の形成（その3)
東京における銭湯建築の研究
一銭湯の分布・編年および建築様式の変遷 一—
一色史彦 ・ 中井啓之
この研究において、われわれは継続的に行なっている東京の都市景錮論的研
究 の一環として、 現代都市東京に存続する歴史的かつ伝統的建築としての意義
をもつ浴場建築の調査研究を実施した》 具体的に述ぺるならば、浴場建築の歴
史的背景、建築的空間構成、外観、および2 3区内における建築分布の年代的
変遷の把握を目的としている。研究に際しては、「風呂と湯の話」「江戸繁昌
記」「銭湯の歴史」等々文献資料の参照、きき書・アンケー トの収集、実地調
査、典型的浴場建築の実測、 および浴場建設年代表の分析などの方法を採用し
た。
(1) はじめに、
風呂屋・湯屋・銭湯・公衆浴場などの用語の変化は建築様式の変遷と関わ
りを持っている。風呂屋と湯屋のちかいは蒸し風呂と浴場の差にある。浴場
といっても江戸初期までは、湯量か少なく、腰湯程度で密閉した空間で発汗
を促すことか必要であった。江戸中期以後、半蒸半浴の「戸棚風呂」か普及
すると、両者の呼称の区別もなくなる。湯屋ということばは江戸幕府、明治
政府の令文に用いられた》 浴場か公称となるのは、大正9年以降である。ま
た銭湯は双方の呼称であった》
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(2) 銭湯建築の各部
銭湯建築は、一般的に平面的にも立面的にも、 1) 入口と脱衣場 2)浴
室 3)釜焚、煙突、居住部分の三部構成で成立している。
1)入口と脱衣場
ファサードを構成し、最も印象的部分で、 多種多様な意匠がみられる。
入母屋造、切妻造、千島破風、 唐破風 、軒唐破風を応用する銭湯建築は、
“
宮造り"または
“御殿造り"と称されるが、城郭建築や神社建築との意
匠的つながりを思わせる。 建築意匠が厳しい身分制度を反映していた江戸寺
如、 このような立派な銭湯が存在したかは疑問に思われる。 関係者のはな
しによると、外銀が立旅に なったのは関東大震災後のことで、第二次大戦
後となると、外観 よりむしる内部改良に重点がおかれたという。 現存する
ものをみ ると、大震災前の建築例は少数だが、 入口は入母屋、脱衣所部分
は切妻という最も簡便な部類に属す入意匠的に優れたものが多く現われ
るのは大正末期から昭和1 0年代である。 唐破風、 軒唐破風を用い、入母
屋の妻は木連格子に懸魚や擬った彫り物をつけるなど、堂々とした書院造
風の外観をもつ銭湯が数例ある。 昭和2 5年に制定された建築規準法によ
って、市街地で建築線一杯に建てるには鉄筋コンクリート造、もしくは木
造モルクル塗と定められたことから白塗の城郭風の建築が生まれるように
なった戦前の銭湯建築は書院風 、戦後のものは城郭建築風といえよう。
高さ2m以上のブロック塀を設けることで、既存の木造建築は認められて
いるが、それも改築までのことであるから、いずれ書院造風銭湯建築は姿
を消すであるう。
脱衣場の屋根を相当高くする銭湯が多く、なかには高欄をつけて二階建
てのようにみせているのもあるが、これはまた江戸から明治中期まで存続
した休憩所としてのいわゆる
“
二階座敷
”
の名残りとも考えられ入
2)浴室部分
ここではまず、 浴室部分の変化、ひいては銭湯建築の変化を促した柘権
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• 
口の改良から始めよう。 先にのべたととく、室内温度を高めるために戸棚
風呂が工夫されたのだが、 出入に戸を開閉するので多人数にはむかない。
そこで上部に湯気をため、背の低い出入口をもつ構造の柘権口が銭湯のた
、、、 、
めに考えだされた柘楢口の語源は入るのに身をかがめることと、昔時鏡
を磨くのに柘権の実の酸を用いたことを結びつけた呼称ともいう。 柘権ロ
は風紀上また衛生上の問題から、また外国人の好奇心をそそることもあっ
て、明治新政府はその廃止を考えていた》 そして明治1 2年に東京府下に
「湯屋取締規則」が制定され、 正式に柘楢口の廃止が定まるが、実際には
明治末期にも東京の一部に残っていたという。 とにかく徐々に、 現在の浴
場に近い温泉の浴室形式が一般化していったわけであるが、 その間、 木材
から石炭への熱エネルギー源の変化が背景にあると考えられる。 このころ
になり、 湯気をふんだんに使えるようになったのである。 現在は浴室天井
が7. 5 m程度もあるが、 古老の話によると
“
昔は流し場でもミセでも天井
が低く、 流し場の屋根には小さな湯気抜をつけていた
II
という。 これが一
般的には明治中期まで残っていた柘梱口式銭湯から現状に至る過渡期の状
態であろう。 浴室部の天井を二重に折り上げている現状は、その高い部分
が、実は湯気抜きが異常に発達したことを示している。
次に浴室内部の意匠的変化についてのぺると、 江戸時代の浮世絵によれ
ば柘楢口は堂々とした唐破風屋根をのせ、幕板などには雲物花鳥の類の浮
彫りや極彩色の絵が表現されている。 こうした装飾は、どの銭湯にでもあ
ったというわけではなく、浴室の殺風景な薄暗がりから人々を解放するの
は、浴室での世間話と二階座敷での休憩だった明治時代には古老の話で
は、古い銭湯には絵など無かったというが、 内部装飾についてはわかって
いない。 現在の銭湯にみられる浴室のペンキで描かれた「背景画」は、大
正初年ごろ、川越広四郎が神田猿楽町の「キカイ湯」の壁面を飾ったのが
最初といわれる。 同じころ、近所の銭湯で漆喰でつくった鯉の滝のぽりが
評判となったというが、これは前代の名残りとも考えられ入
-21-
3) 釜焚場、 煙突、 居住室
銭湯建築を変貌させる要因のひとつである薪から石炭への燃料変化が、
この部分で最も注目される。 すなわちこれは、柘楷口改良に直接関係す＾
そして昭和2 6年頃の重油ボイラ ー の普及により釜焚の手間が大幅に減少
したこれに伴なう従業員数の減少より居住室の必要部屋数がへり、古い
銭湯で二階建てにしていたのが、最近では乎屋の例が多くなっている。
煙突については、明治1 8年、 参謀本部測量課により地マ ークが、同
2 0年には警視庁により高さ3 0尺であることが定められてい入江戸時
代は煙出し程度のものだったと考えられるが、明治期になると古老の話に
よれば 、前期は士管、後期は鉄管が煙突に用い られたという。 現在は鉄筋
コンクリ ー ト製が圧倒的に多い
なお、屋号は江戸時代江戸では町名をつけるのが普通であったが、 現在
2 3 区内を調べると、松の湯 (6 0 例）、寿の湯 (5 0 例）、朝日（旭）
湯 (4 9 例）以下梅、鶴、大黒等々町名以外の屋号が多数を占めている。
(3) 銭 湯分布
都条令により、 銭湯相互の距離は市街地で200m以上とされている。 こ
れは “ 適正配置"とよばれ入現在、都内の銭湯数は 2 7 0 0 軒ほどあり、
年々微増しているが、 内容的には都市部の転廃業と周辺での増加が対照的で
ある。
(4) 銭湯建設年代と分布の推移について
東京における実年代の明らかな最古の例は大正3年建設で、震災以前が
1 1棟、その後から今次大戦前までが2 0 0棟ほど残っている。 昭和1 2 
~2 0 年では各年 1 桁にすぎないが、 これは戦災の影響および建設エネルギ
ー の低下と考えられる。 戦後は建設も活発となり昭和2 5~3 2 年がピーク
で、 年平均12 0棟近く建てられ九，その後減少傾向が現われ、昭和33~ 
3 7 年平均で 7 0 棟、昭和 3 8~4 2 年平均 6 0 棟となっている。 より詳し
く論ずると以下の如くなみ
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イ）千代田、中央、港の都心部5区では新たな銭湯需要がなくなり、建設
は定常的であみ
ロ）新宿、渋谷、台東、品川、江東、荒川、墨田、 豊島では昭和 2 5 年に
ピークがくるのは、戦前市街地化が進んでいた地城で、戦災をうけた銭湯の
再建が集中したためとみられる。
，，ヽ）大田、世田谷、 杉並、中野、葛飾、板橋の周辺各区では、昭和 3 0 年
にピークがくるが、これは戦災復興がここまで及んだことを示す。
二）江戸川、北、足立、 練馬では、現在も建設がつつき、 住宅地が東京で
は南西部より東北部で開発されつつあることを示している。
参考資 料
公衆浴場史略年表稿本（全2巻：明治以前―明治以後）
全国公衆浴場業環境衛生同業組合発行， 昭和4 4 年
風呂と湯の話・武田勝蔵・塙新書， 昭和4 2年
江戸繁昌記・寺門静軒（都立大学図書館所蔵）
銭湯の歴史・中野栄三・雄山閣，昭和4 5 年
アンケート資料 (2 3 区内浴場組合支部長を対象とする）
浴場関係者から収集した閣書及び資料
公衆浴場・設計図説明案（建築写真豪・洪洋社・大正1 4年5月発行）
7. 比較都市史研究（その1)
ーアジア諸地城における都市発達の歴史一 村 上 正 二
アジアは、 ふつうヨーロッ パと対比してうけとられるために、ともすれば一
つの全体的世界と考えられがちであるが、この広大な大陸には、種々異なる風
土的条件のもとに、独自の文化を育成、開花させて知た複数の文化的諸領域が
あったので、 一つの同質的世界とみなすことは不可能である。 箪者の見解によ
れば、少くともアジアには、 東方の中国的文化圏と西南方のインド、 イスラム
文化圏と北方の遊牧文化圏という三つの異なる文化的諸領城が並存して、各々
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独自の歴史的発達をとげてきたように思われ入従って、 古代、 中世における
アジア諸都市の歴史もまた、 これら異なる文化圏相互の間において、 いくたの
影響を与えながらも、終局的には独自の発展の道をたどってきたとみるぺきで
あり、 その意味で、 近代以前のアジア諸都市の研究については、 そうした地城
別研究が、 是非とも必要である。 だが、 これら三つの文化的諸領城のうちで、
研究の稲進んでいるのは、 何といっても、 わが国に隣接する中国文化圏域であ
り、 その他の圏城については、 わが国内ではほとんど研究が進められていない
といっ てよい。 筆者は、 これら未開拓の領城のうちでも、 とくに北方の遊牧文
化圏内の都市の発達に興味をもち、 今回の研究においては、 これを中心に他の
アジア地城における諸都市との比較研究を試みようとつとめた》 ところで、 従
来、 各領城内で独自の発展をとげつつあったアジアの古代・ 中世の都市も、 ア
ジア全城が西欧資本主毅列強の植民地化の対象となり、 さらに従属国化する近
代に入ると、 その発達の事情を一変せざるをえなかったすなわなそれぞれ
の伝統をもつアジアの各文化圏内に暴力的に進出してきた西欧の諸列強が、 植
民地化推進の拠点として、 アジアの各重要地点に大小数多くの植民的都市を建
設し始めたその結果、 アジアの各領城には、 巨大な城壁に囲続された旧来の
アジア的大都城と相並んで、 その傍には西欧から移植された全く異質的な植民
都市の箋え立つ姿が各処にみられるようになったが、 その間に、 おのずと醸し
出されてきた政治的文化的相剌と植民的従属国としての政治的経済的苦渋の中
から、 アジア大陸の近代的都市の諸形態がめばえ、 成長してこざるをえなかっ
たのである。 そうした西欧型植民都市のなかに、 われわれは二つの異なるクイ
プを発見すみ一つは主として、 彼らの経済的侵略の拠点として、 海に面した
港湾地区や、内陸では国境地区に設けられた貿易都市であり、 他は軍事的侵略の
ために、 その国内に奥深く設けられた軍隊駐屯地 (cant o nme n t)である。
前者は多くの場合、 全く新しい都市の建設となったが、 後者は、 しばしば旧来
の大都城の郊外や、 その周辺の附属地帯に設けられたことが多かった ようであ
る。 前者の例としては、 中国では、 天津、 上海、 香港などの諸都市が、 インド
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では、カルカック、 ポンペイ、マドラスなどの諸都市が、インドネシアではジ
ャカルク、 マライではシンガポー ル、 アラピア半島ではアデンなどの諸都市が
あげられようし 一北アフリカ沿海の諸港市もこの範疇に入るものが多い 一
後者の例としては、中国では、北京、 南京、漢口その他が、インドでは、デリ
ー 、＾ イデラバ ー ド、プーナ、 ラクナウ、アラ＾ バ ードなど、いくたの著名な
内陸的諸都市をあげることができよう。 いずれにしても、これらの植民的都市
に共通する特徴は、植民地支配国の居住者地区と土着民居住地区とが厳然と区
劃されていて、前者にはあらゆる近代的都市設備がみたされ、 かつ治外法権的
特権が賦与されているが、後者にはそれが全く欠けていることであった》 中国
にあっては、前者は
“
租界"という名称で一般に知られているが、完全な英国
の植民地であったインドでは、今日でも各巨大都市の旧植民地住居区域には、
そうした過去の忌まわしい痕跡をとどめている処が多八そうした過去の歴史
的事情にも拘らず、 アジア大陸の旧式の城 は、西欧が残していったこれら植民
都市がもつ計画的な近代的都市設計の一 面をうけつぎ、 そのうえに、 彼ら自身
の理念による新しい都市の建設につとめざるをえなたったのである。 とこるで、
以上述ぺて来たアジアの各地城といささか異なる相貌を示すものが、箪者が関
心をもつ（モンゴル、 中央アジアを含めての、）いわゆる北方遊牧文化圏城で
―
ぁ入 この地は、古来、 オアシスに住む城廓都城民と草原を移動して固定的都
城を営むことが殆どなかった遊牧民との政治的抗争の舞台であっ九だが、近世に
入って、ラマ教の侵透と、 清朝の盟旗制度を通じてのモンゴル住民への固定的
支配体制の影響のもとに、モンゴル遊牧民もラマ廟を中心に固定的豪落を営む
ようになり、大小の寺院都市が単原の各地に発生してきた， そのもっとも大き
い中心的寺院都市が、活仏の住むクー ロンであり、今日のモンゴル人民共和国
の首都ウラン・バートルの前身である。 こうした自生的な寺院都市の外に、清
朝およびロシアの高利貸的商人国によって国境地帯に営まれた貿易都市、例え
ば張家口とかアルクン・ ブラックの如き（インドのカルカック、 ボンベイに相
当する）諸都市、または清朝がモンゴル支配のために設営した軍隊駐屯地とし
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ての諸都城、コプドとかウリヤスクイの如き（インドのCantonmentがこ
れに当る）の発生などが みられたこれらの諸都市は、その設営の目的によっ
て様相を異にしているものの、い ず れも大小の寺院や官街や兵営を中心に発展し
た汚稼と喧騒に みちみちた狭い街巷の ジャムブル(J arnb I e) であって、そ
こには近代的都市のも つ設備は初めから何らみられはしなかっ九だが、それ
にもかかわらず、今日では、例えば、首都ウランバートルにおいては、 過去の
活仏の首都は、ほとんど姿を消し、あらたなる都市計画のもとに近代的設備を
伴う大都市が設営されつつある。 これは社会主義国家としての 計画経済的政策
のなかの一環なのでもあろうが、ともかく中国やインドとは、また異った都市
発展の歴史を刻みつつあるように思われる。
8. 比較都市史研究（その 2)
西アジア・北アフリカ諸都市を中心とした比較史的研究
石 井 昭
昭和4 3年度において は、「都市史研究班」 は①「都市の成立とその歴史的
展開 ー 農村との関連をも含めて」 ②「東京の都市史的研究」、③「西ア
ジアにおける都市の形成と発展」という5課題 のもとに共同研究を実施し、鍮
者は③の課題を担当した昭和4 4年度および4 5年度においては、都市研究
体制の改組にともない、「都市史研究班」は「都市の成立とその歴史的展開一
都市形成および都市理論の歴史的分析」を統一課題として掲げ、そのもとで主
として①「江戸・東京に関する歴史的研究」と②「世界諸地城の都市に関する
比較史的研究」とを実施することになり、箪者は①および②のそれぞれ一部を
分担した5か年にわた って行なっ た研究の概要を記せば以下の通りである。
ササン朝ペルシァと初期イスラムの都市計画
西アジアは人類史上、都市文明を最も早く成立させた地城であって、世界諸
地城の都市に関する比較史的研究という祝点か らすれば、甚だ重要な領域であ
るといえる。 鍮者は一小謀題として、ササン朝ペルシァの都市計画手法が初期
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イスラムの都市建設にどのようにうけつがれたかという問題をとりあげ、 考古
学文献の批判的検討と遺跡の実地調査にもとづいて、 これに若干の接近を試み
たササン朝ペルシァには、 フィルザバー ドに代表される完全な円形都市と、
シャ ー プールに代表される完全な方眼状都市という、 対照的な2系統が併存す
る。 後者がひろくヘレニスム・ロ ー マ文化圏との関連においてとらえうるのに
反し、前者はペルシァ文化圏に個有のものと考えられる。 円形都市の理念は、
例えばテシフォン 、 ハ トラ、 ダラプなど、 バルティア朝の都市にさかのぼり、
またアッ パース朝に継承されて、 首都バグダー ドにおいて著しい発展を示した 。
しかL... その後の中世イスラム都市には概して計画性が稀薄で、 都市の全体を
整然たる幾何学的形態によって計画することは見られなくなってしまう。 この
研究はまだ完結していないか、 ある種の仮説を得ているので、 ひきつづき実証
につとめら
オアシス都市の特性
西アジアの都市は歴史的錮点から注目されるばかりでなく、乾燥気候のもと
にある都市として、 自然条件と都市との対応関係という観点からも興味ふかい。
サパク的風土のもとに成立する集落は、 その形態、密度ヽ施設などを建築的に
評価するかぎり、 規模のいかんを問わず、 いわば都市的な性格をもつ。 建造物
の構造材料としては煉土、 日千煉瓦、 焼成煉瓦、 石材などが大部分を占める。
住宅からモスクなどの公共施設にいたるまで、 建築はほとんど例外なく中庭形
式のプランをそなえ、 これらが相互に外壁を接しあって周密に建ちならぶ。 ま
た、 個別建築の中庭面積率は大差がなく、 その結果、 都市の内部における建蔽
率は、 道路による影響を除けば、 ほぼ一様となり、 中心部と周辺部とを比較し
ても差違が認められな屈換言すれば、 市街の緑辺はきわめて明瞭である。 こ
の傾向は近代的都市施設の普及にともなって変化し始めているとはいえ、少·<
とも最近まで持続したものであり、 給水可能範囲の制約と市壁の存在がこれを
強化していた箪者はオアシス都市の特性を、 イラン高原の諸都市について、
航空写真を主たる手段として解析し、 多くの知見をえた
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イスファハンの都市史的分析
イラン高原の中央部に位置するイスファハ ンは、 1 9 5 6年のセンサスによ
ると人口約255,000を有し、 イラン国第5位の大都市であるが、 その市街
の形成を歴史的にみれば、 1 6世紀末から1 7世紀初頭にかけてサファヴィ ー
朝のシャ ー・ アッパスが実施した大規模な都市計画にもとづく部分と、 それ以
前に存在した部分とから成りたつ点が注目されら大学院学生・天田起雄と筆者
は共同で、 この都市の多面的な歴史的分析を試みた》 とくに主力を注いだのは、
1 9 5 6年撮影の航空写真を集成して市街の全容を視覚化し、 これを手段とし
て、 セルジュー ク朝時代にさかのぼるマスジッド・イ・ジョメー周辺の部分と、
サファヴィ ー朝時代に成立した部分とを分離し、 両者の形態を可能なかぎり綿
密に復原することであったその結果、 シャ ー ・アッ バスによる都市計画の骨
格を把握することにはほぼ成功をおさめたといえる。 南北約5 0 0 メー トル、
東西約1 5 0メ ー トルの長方形の広場メイダン・イ・シャ ーを中心として、 南
にマスジッド・イ・シャ ー 、 北にバ ザール、 東にマスジッド・イ・シェイフ・
ルトゥフアッラー、 西にアリ ・ カプーとチェヘル・ソトゥンを含む宮殿が配置
されている。 一方、宮殿の東には南北方向にヒアバン・イ・チャ ハル・バーグ
の大通りが走る。 今回の作業では、 このような都市計画の骨格を図化するとと
もに、 市街全域にわたる公共建築の所在とその沿革を調査しまた市街各部分
の建築密度などを測定し九
北アフリカのローマ都市とイスラム都市
1 9 6 9年9月から7 0年1月にかけて筆者はマグレプ5国に出張し この
地城のローマ都市遺跡とイスラム都市とを網羅的に調査し九この作業は文部
省科学研究費による「環地中海地城遺跡調査」の一部をなすもので、本都市研
究と直接の関係はないが、 実質上、得るところが多大であっ九チュ ニジアの
カイラワン、 ス ー ス、 マハディア、 アルジェリアのトレムセン、 モロ ッ コのマ
ウライ・イドリー ス、 フェズ、 マラケシュなどは、 伝統的形態をよく保存して
おり、 イスラム都市の典型的実例として注目に値する。 比較史的研究の一環と
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して、 ひきつづきこれらの都市に関する分析と考察を進めたいと思う。
東京・下町の住宅に関する調査
上述の諸研究とは別に学生・今田栄二、 同・大西静代の協力をえて、共同
研究者・ 一色史彦とともに、 東京都墨田区京島三丁目において住宅に関する実
態調査を行なった，京島三丁目は旧吾嬬町西四丁目の一部と旧寺島町四丁目の
一部とから成りたつ。 この地域が市街化を示し始めたのは明治末期もしくは大
正初期のことであり、周辺にゴム、紡績、石鹸、金属加工などの大小工場が定
着したのを契機に、主として、その下請家内工業に従事する人びとの併用住宅
と、エ員層のための貸家とが建ち並んだらしい。 昭和4 0年7月現在、固定資
産に関する資料から判断すると、この地域においては、第二次大戦前に建設さ·
れた家屋の数が全家屋数の6 3バーセントを占める。 とくに113吾嬬町西四丁目
では、大正11年から昭和元年までの間に建設された家屋の数が、全家屋数の
1 Z 1パー セントにお よぶ》 これは当地域が関東大震災の被害を免れたばかり
か、戦災をも免れ、 しかも区画整理の対象とならなかった故であり、近年、急
速に改築が進行しつつあるとはいえ、経年数の高い家屋を集中的に残している
点では現在の東京における稀な例といえよう。 今回の調査では、現状を具体的
に記録することに主眼をおき、同地城の概況を地図化するとともに、数種の典
型的な長屋を選定し、それらの実測図を作成した 》 また、史料と聴取によって、
この地域の歴史的変遷を可能なかぎり明らかにした
文 献
(1)石井昭、「オアシス都市の生態ーイラン高原の実例から」，彰国社
「建築文化」Vo I. 2 3, Ni. 2 6 5, 1 9 6 8
(2) 同「中央アジアのイスラー ム建築」、 日本建築学会 r 建築雑誌」Vol.
84, Ni.1005, 1969
(3) 同、「モロッコの都市と建築」、 日本建築学会「建築雑誌」Vol. 8 6,
Ni.1032, 1971 
(4) 同、 「マグレプにおけるイスラム時代の都市と建築」、鹿島研究所出版
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会「SD』別冊、近刊
(6) 天田起雄・石井昭、「イスファ ＾ ンの都市史的分析」、 「都市研究報告」
に発表の予定
(6) 一色史彦・石井昭、「京島三丁目 の長屋に関する調査研究」、「都市研
究報告」に発表の予定
9. 東京の白地図作製に就いて
一色史彦 中井啓之 黒川直樹
江戸・東京の都市史的（特に都市形態的）研究を進めるとき、 種々の地図資
料の縮尺がマチマチであるための不便さが痛感され入そこで工学部建築史研
究室では都市史研究の一環として作業用の基本白地図の作製を試み九原図は、
明治1 1年、地理局地誌課の作製になる「実測東京全図」（縮尺1万8千分の
1)で、 この地脳は当時の江戸・東京を正確にとらえたものとして最初のもの
であり、 またそれ自体が明治初期の東京の状態を知るうえで貴重な資料である
が、 われわれはこの白地図を用いて、 およそ次のような研究テーマをとりあげ
たいと思9。
1. 江戸時代において、江戸に多いものの例として挙げられた稲荷社をはじ
めとする中小神社が、 その後どのような変遷をたどった力、
2. 江戸時代の大名・旗本屋敷の跡地処理）
3. 江戸ー東京の被災図》
4. 護国寺・寛永寺・浅草寺などの場合を例として、江戸のなかにあった門
前町的性格の検討。
5. 都市的施設として
‘
吉原と新吉原
”
6. 近代東京の都市建築（銀座煉瓦街から昭和の商店建築まで）の意匠的変
遷とその分布
7. 東京の緑地・オ ー プンスペ ー スの変遷》
以上のいろいろなテー マの目的とするところは、結局、現在の東京の景観を
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形づくってきたものは何か、錯綜する要素を個別に取りあげて、 その変遷の過
程を、可能な限り形態的に見きわめることにある。
11. 都市史研究文献目録の集成
桐敷真次郎 一色史彦
文献は二部にわけ、第一部は外国語による都市研究に関する単行書および論
文の目録で、その分類は
（都市間題〕 都市経済、都市地理、 都市社会、都市景観、 都市造形、 都市
計画、等、の都市史研究に関連する都市間題別の文献である。 ついで
（都市史・都市計画史〕 都市史一般、都市計画史、 地城別都市史研究、等
の項目により分類し地域別は古代・中世ヨーロッ パ、等の分類のほかに、ヨ
ーロッ パ、アジア、 アメリカの各主要国別、そのなかでまたロンドン、 パ リの
ごとき特別の大都市はぺつにまとめてある。
現在までの集録は約 2,000点で、文献カ-ドに記載整理され、 浄書原稿も
完成している。
第二部は日本語による都市研究の文献目録で、必然的に日本および東京開係
の文献が多く、加えて外国に関する日本語論文若干が含まれる。 これらを、上
記第一部とはやや異なった、 より細分化された分類によって整理してい入
現在までの集録は約 2,0 0 0点で、文献カードに記載整理され、浄 書原稿も
完成している。
上記二種の文献目録は、 もちろんまだ不十分な点が多いが、都市研究各部門
の研究者になるぺく早く利用していただくため、一応本年度末に印刷刊行する。
そして、さらに補足修正を継続して行ない、できれば5年乃至5年毎に改訂し
てゆきたh
報 告
「都市史研究文献目録」第一部・外国篇
「都市史研究文献目録」第二部・日本篇
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11. 都市計画史・都市景観計圃に関するその他の研究
桐敷真次郎
都市研究の一環およびすぺての都市問題の基盤および出発点として、 まず都
市史・都市計画史の研究が不可欠であることはいうまでもないが、 これが比較
的新しく意識された研究分野であるため、 まだ方法論が確立しているとはいえ
ない。 したがって、現段階ではできるだけ多方面からのアプローチを試みてみ
る必要がある。建築学部門からの都市史・都市計画史へのアプローチは必然的
に都市形成のフィジカルな面、 すなわち形態的・数量的に具体的な把握ができ
るような面から都市形成の問題点を浮彫りにしてゆくことにあると考える。 そ
して、 それらの問題点が、 現代の都市開題に深い内的なつながりを持ち、都市
の本質的把握を常に現実的なものにするようなものであることが望ましい。
このような見地から、 われわれは以下のような研究および作業を平行して進
行させ、 相互に関連させるよう努力している。
(I) 醜環境の研究
歴史的な都市景銀および環境設計のすぐれた事例は、 京都を中心とする関
西地方に多いことは衆目の一 致するところであるう。 現状および現段階のわ
れわれとしては、 これらの優秀事例を研究対象とすることは実際的でないの
で、 対象となるぺく東京中心にしぼりたい。 すると東京および関東において
は、 むしろ逆に醜悪な都市環境および都市景観を研究する方が便利であるこ
とを発見する。
醜環境の研究とは、 何が醜環境を形づくるかを分析し、 明示し対策を示
すことであり、 これによって醜環境を形づくらないための方法論をつくり出
すことである。 すぐれた都市環境の形成には、 すぐれた環境を保全し発展さ
せること、 すぐれた都市計画および建築計画を創造してゆくことのほかに、
すでに存在する醜環境を除去し、 あるいは改善いまた乎凡ではあっても醜
悪でない環境をつくるシステムを確立することである。
方法としては、 建築・造形を専攻し造形創造の経験をもつ学生に、東京
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の商業地区、オフィス地区、住宅地区の代表例を選んでパトロールさせ、不
快あるいは醜悪と見られる環境と景観を撮影・記録させ、まず大量の視覚的
記録を集め次にこれらを分析して比較的少数のクイプに分類し各クイプ
毎にそれらが不快感をもたらす理由を建築学的・都市計画的に分析・分類す
る。
その結果、それらは、 都市住民の生活習慣、都市関係および都市施設関係
の法律・条令、 および設計および施工、 さらにメンテナンスの不備等によっ
て生じたものであることが明らかにされた， またそれらを現実的に解決困難
としている具体的理由およびそれらへの対策もかなり明らかにされ、 たとえ
現在の都市計画や建築計画がそれ自体いかにすぐれていようと、 これらの考
察や対策を無視しては、 問題が解決されないことも示され九 これらは、官
庁・都市計画家および建築家の慣用方法にも重要な示唆を与えるものとなる。
現在までのところ、東京都立大学工学部および法政大学工学部学生の集録
したデーク約2,000点があり、これらの分析や対策的考察もほぼ完了して
．いる。
(2)都市住宅システムの研究
上記の醜環境の研究結果およびわれわれの日常体験からみて、 最も問題の
大きなものは住環境の悪化であり、 単なる高層化・団地化では根本的に解決
できない間題もいくつか提起されている。 これらは、住環境が単に住居・庭
園・道路の量的集合ではなく、それらの機能的システムとして完全でなけれ
ばならない ことを示している。
この問題ははなはだ困難であるが、 われわれの立場はあくまで現実的であ
り、空想や未来学的プロジェクトを提示するものでなく、醜環境の研究で行
なわれたと同様の除去・修正・システム化により、この問題にアプローチす
る方針である。
参 考文 献
桐敷真次郎「近世イギリスの都市住宅システム」都立大学都市史研究会報
-33-
告。
(3)都市景観の特性の研究
わが国では、都市景観の形成法が特に技術的に意識されたことはなかった
が、それは、必ずしも方法論が全く存在しなかったことを意味しない。 たと
えば西欧においても、都市景観の意識的形成が理論として発表されたのはカミ
ロ・ ジッテ以降のことであり、これを歴史的に見れば、旧来の都市景観が著
しく損じられるようになって、はじめて過去の都市景観技法の卓抜さが童識
されてきたということができる。
同じように、 日本の伝統的都市景観も、開発によって崩攘することによっ
て、はじめてその人間的価値や都市計画的重要 性が意識されてきたといえ入
したがって、過去の都市景観および環境設計の方法を研究 し、その特性を明
らかにすることは、今後の都市環境の新し い形成や破簸された都市環境の回
復に重要な意麟をもつ。
この種の研究は、西欧およびアメリカに数十年にわたっる蓄積があり、わ
れわれはまず、かれらの蓄積を理解し活用することに よって、幾分かわが国
固有の特性の研究を早めることができる。
このような理由で、すで に図面・資料のある程度整っている欧米の事例に
ついて独自の分析を試み、さらに対象を日本の都市景観あるいは景錮計画に
まで拡張し てゆくことを試みている。 まだとくにまとまった結果は得られて
いないが、研究は続行する。
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